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ポスト京都に向けた各国の提案

� EU
� 地域の平均気温の上昇幅を産業革命前と比べて2℃以内に抑制する
� EUは、2020年までに排出量を1990年比で20％、国際合意によっては30％削減。

2050年までに先進国全体で1990年比60～80％削減
� 世界全体で2020年に、1990年比25～40％削減を真剣に検討すべき

� 日本日本日本日本

� 「美しい星50」
� 世界全体の排出量を2050年までに、現状から半減
� ポスト京都3原則

• 主要排出国すべての参加

• 各国の事情に配慮した柔軟かつ多様性のある取り組み

• 省エネなどの技術を活かし、環境保全と経済発展の両立

� 産業分野別に削減可能量を積み上げ、総量規制に
� 2020年に世界のエネルギー効率を30％改善

� 米国米国米国米国

� 主要経済国の参加を促す枠組みに
� 産業分野別削減を強く支持

� 中国中国中国中国

� 先進国は2020年に1990年比25～40％削減の約束を行う
� 先進国は途上国に毎年GDPの0.5％以上の支援を行う
� 途上国の削減策は国ごとに

参考：日本経済新聞2008年3月13日５頁　　　　　　
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出典出典出典出典：：：： Kainuma et al., 2002: 
Climate Policy Assessment, Springer, p.64.
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